
【実施概要】

2019年9月28日
公益社団法人 日本将棋連盟

【来場者数】

テーブルマークこども大会参加者数 ： 1,077人 [低学年513人、高学年564人]

JTプロ公式戦来場者数 ： 685人

将棋日本シリーズ総来場者数 ： 3,190人

【JTプロ公式戦結果】 準決勝第一局
ひろせ あきひと ふかうら こういち

対 局 ： 広瀬 章人 竜王（後手） 対 深浦 康市 九段（先手）

結 果 ： 116手にて広瀬 章人 竜王の勝ち

タ イ トル ： 「将棋日本シリーズ JTプロ公式戦／テーブルマークこども大会」 東海大会

日 程 ： 2019年9月28日（土）

場 所 ： ポートメッセなごや 第３展示館（住所：愛知県名古屋市港区金城ふ頭2-2 ）

広瀬章人竜王 初の決勝進出
9月28日(土）東海大会（準決勝第一局）開催結果

広瀬竜王は、次戦 11月17日（日）東京大会（決勝）にて大阪大会（渡辺 明 JT杯覇者対三浦 弘行

九段）の勝利者と対局予定。

【「JTプロ公式戦」今日のハイライト】

■広瀬竜王初の決勝進出
広瀬 章人 竜王 のコメント
序盤の「なんちゃって角換わり」は最近多いんです。▲７八金を見ないと相掛かりかどうかはっきりしないんです。▲２五歩と早めに決め
るのは後手の雁木を消す意味もあります。まあ、好みの問題もあるんですが。△４四銀と前例を離れてからは手探りの将棋になりまし
た。△６六銀～△７六桂で▲７七玉と相手の玉が見えたのでようやくペースをつかんだかと思いました。▲９八玉も難しいと思いま
す。△５七桂成～△６七成桂が実現して勝ちになったと思いました。本局は納得できる内容の将棋が指せました。

■広瀬竜王が鮮やかな決め手で激戦を制す
前夜祭での両者のコメント。
広瀬章人竜王「今回「ＪＴプロ公式戦」で初めて準決勝に進むことができました。東海大会も初めてです。深浦九段は手厚い棋風そ
して粘り強い指し回しで対戦相手としてまったく気の抜けない相手です。明日は決勝進出を目指して頑張りたいと思います。」
深浦康市九段「私はこどもの頃、福岡大会や熊本大会でプロの将棋を見て感激した記憶があります。広瀬竜王には大事なところでや
られているイメージがありますので、明日は大勢のこどもたちの前でいい将棋が指せるよう一生懸命頑張ります。」
振り駒はと金が３枚で、深浦九段の先手と決まる。角換わり腰掛け銀から、広瀬竜王の△４四銀で前例から離れて手将棋に。お互
いに攻め合う難解な中盤戦が続く。広瀬竜王は△６六銀～△７六桂、80手目△６五桂～△５七桂成の好手順でペースをつか
み、最後は先手玉を即詰みに討ち取って、初の決勝進出を決めた。

■詰将棋のような△５七桂成
序盤、相掛かりかと思いきや角換わり腰掛け銀になりました。深浦九段は銀矢倉に構えてじっくりした将棋に持ち込もうという方針です。
広瀬竜王は45手目▲３五歩に対し△４四銀と上がり、棋聖戦の前例から離れ、お互いに桂頭を狙う攻め合いになりました。53手
目▲４五角の強手があり、先手のペースかと思ったのですが、広瀬竜王も後手らしく付いて離れません。深浦九段の▲５六銀のぶつ
けに対し、△６六銀のタダ捨てから△７六桂が入って後手の流れになった気がします。80手目に跳ねた△６五桂ですが、局面が進む
と邪魔な駒になっているんです。そこで94手目△５七桂成が詰将棋の邪魔駒消去の手筋のような手でした。この手が決め手で後手
が勝ちになりました。先手は持駒に歩がないので、反撃の手が続かないんです。本局は非常に難しい将棋でした。終盤▲６七桂と受
けた手も深浦九段らしい頑張りでした。非常に中味の濃い将棋だったと思います。

大盤解説 杉本 昌隆 八段談



▲７六歩 △５四歩

▲７五歩 △５二飛

▲７八飛 △３四歩

▲５八金左 △５五歩

▲７六飛 △６二玉

▲４八玉 △７二玉

▲３八玉 △１四歩

▲１六歩 △８二玉

▲７四歩 △同 歩

▲同 飛 △７三歩

▲７六飛 △７二銀

▲２八玉 △４四角

▲３八銀 △４二銀

▲９六歩 △９四歩

▲６八銀 △５三銀

▲６六歩 △５四銀

▲６七銀 △３三桂

▲７七桂 △５一飛

▲９七角 △３二金

▲４六歩 △３五角

▲４七金 △２四歩

▲３六歩 △４四角

▲３七桂 △２五歩

▲６五歩 △２六歩

▲同 歩 △同 角

▲２七歩 △４四角

▲６六銀 △１二香

▲４五歩 △同 桂

▲同 桂 △同 銀

▲２四桂 △３一金

▲１二桂成 △１五歩

▲同 歩 △１七歩

▲２六歩 △同 角

▲２七銀 △４四角

▲２六歩 △７四桂

▲７五銀 △５六歩

▲同 歩 △７七角成

▲同 飛 △８五桂

▲７九飛 △９七桂成

▲３三角 △５二飛

▲５五角成 △同 飛

▲同 歩 △６八角

▲６九飛 △４六銀

▲４八歩 △４七銀成

▲同 歩 △５七角成

▲７四銀 △４七馬

▲８三銀成 △同 銀

▲３八金 △６九馬

▲７五桂 △７二銀打

▲６四歩 △６八飛

▲６三歩成 △同 銀

▲８六香 △８四歩

▲同 香 △同 銀

▲８三飛 △７二玉

▲８四飛成 △５六角

▲６四歩 △同飛成

▲同 龍 △同 銀

▲６三銀 △８二玉

▲８四飛 △８三歩

▲６四飛 △６八飛

▲同 飛 △同 馬

▲６二歩 △６七飛

▲４七歩 △４四香

▲６一歩成 △４七香成

▲８四銀 △３八成香

▲１七玉 △２七飛成

▲同 玉 △３七金

▲１七玉 △１六歩

▲同 玉 △２七銀

▲２五玉 △２四金

まで140手で後手の勝ち

■「テーブルマークこども大会」決勝戦（低学年部門）結果

【投了図】 清水太陽さん（先手） 対 安本興生さん（後手）

【棋譜】 清水太陽さん（先手） 対 安本興生さん（後手）

投了図は △２四金まで
※圭は成桂のこと、杏は成香のこと

優勝者 安本 興生さん（男児）
（愛知県弥富市立弥生小学校3年） 140手にて

準優勝者 清水 太陽さん（男児）
（愛知県みよし市立三好丘小学校3年）



▲７六歩 △３四歩

▲２六歩 △５四歩

▲４八銀 △５二飛

▲６八玉 △５五歩

▲２五歩 △３三角

▲３六歩 △４二銀

▲３七銀 △５三銀

▲４六銀 △４四銀

▲７八銀 △６二玉

▲７七銀 △７二玉

▲６六銀 △８二玉

▲７八玉 △７二銀

▲５八金右 △９四歩

▲９六歩 △５一飛

▲１六歩 △１四歩

▲３七桂 △３二金

▲２九飛 △６四歩

▲６八金寄 △１二香

▲７七角 △１三香

▲２六飛 △７四歩

▲４五桂 △４二角

▲５五銀左 △同 銀

▲同 銀 △３三桂

▲４六歩 △６五銀

▲３三桂成 △同 角

▲６四銀 △７七角成

▲同 桂 △７六銀

▲５三桂 △４四角

▲４五歩 △２六角

▲４六角 △５四桂

▲５五角 △６六歩

▲同 歩 △同 桂

▲同 角 △５三飛

▲同銀不成 △同 角

▲６五銀 △８六桂

▲８八玉 △９八桂成

▲同 香 △８七銀成

▲同 玉 △８六飛

▲７八玉 △６六飛

▲６七歩 △８七角

▲７九玉 △８六飛

▲７八金上 △９八角成

▲８八歩 △３六飛

▲６六桂 △３九飛成

▲６九金 △７三香

▲８五桂打 △５八銀

▲６八金寄 △６九銀成

▲同 金 △５八金

▲７八銀 △６九龍

まで98手で後手の勝ち

■「テーブルマークこども大会」決勝戦（高学年部門）結果

投了図は △６九龍まで

【投了図】 神野来樹さん（先手） 対 華房慶大さん（後手）

【棋譜】 神野来樹さん（先手） 対 華房慶大さん（後手）

優勝者 華房 慶大さん（男児）
（愛知県名古屋市立なごや小学校4年） 98手にて

準優勝者 神野 来樹さん（男児）
（岐阜県関市立南ヶ丘小学校4年）



投了図は △７六銀上まで

▲２六歩 △８四歩

▲２五歩 △８五歩

▲７六歩 △３二金

▲７七角 △３四歩

▲６八銀 △７七角成

▲同 銀 △２二銀

▲４八銀 △６二銀

▲７八金 △３三銀

▲４六歩 △６四歩

▲４七銀 △４二玉

▲６八玉 △７四歩

▲９六歩 △６三銀

▲３六歩 △１四歩

▲１六歩 △７三桂

▲３七桂 △９四歩

▲２九飛 △８一飛

▲４八金 △７二金

▲５六銀 △６二金

▲６六歩 △５四銀

▲７九玉 △５二玉

▲８八玉 △４二玉

▲６七銀 △５五銀

▲３五歩 △４四銀上

▲３四歩 △４六銀

▲７五歩 △３六歩

▲２四歩 △同 歩

▲４五角 △７一飛

▲３六角 △３五銀上

▲４五角 △３六歩

▲４七歩 △５五銀

▲２五桂 △４四歩

▲３三歩成 △同 桂

▲同桂成 △同 金

▲３四歩 △３二金

▲５六銀 △６六銀

▲同 銀 △４五歩

▲同 銀 △７六桂

▲７七玉 △３七歩成

▲６三歩 △同 金

▲５五桂 △６五桂

▲７六玉 △７五歩

▲同 銀 △９三角

▲６七桂 △６二金

▲３三銀 △同 金

▲同歩成 △同 玉

▲７二歩 △同 飛

▲８三金 △５七桂成

▲７二金 △６五銀

▲８五玉 △７六角

▲８六玉 △６七成桂

▲３四歩 △２二玉

▲４二飛 △３一玉

▲６二飛成 △８五歩

▲９七玉 △７五角

▲８八玉 △７八成桂

▲同 玉 △６七銀

▲８八玉 △８七角成

▲同 玉 △７六銀上

まで116手で後手の勝ち

ＪＴプロ公式戦（準決勝第一局）結果

【投了図】 深浦 康市 九段（先手） 対 広瀬 章人 竜王（後手）

【棋譜】 深浦 康市 九段（先手） 対 広瀬 章人 竜王（後手）


